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市 の 人 口 

51,8 8 5 人 

男 	25, 065人 世帯数 	13, 718世帯 

女 26, 820人 	（49年10月1日現在）住民基本台帳から 

えの はなし わたしが おかしのうちに はいろ 
うとしているところです 
それで おかしの うちには 目や 口や はながかし、 

てあります 
ちょうちょうも たくさん あそんでいるところ 

市立中央小学校 1年 まえだますみ 
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十

一
月
五

日
（
火
）
曇

五
時
半
起

床
。
散
歩
が

て
ら
お
祭
り

広
場
の
朝
市
 

を
見
て
回
る
。
 

参
考
の
た
め
に
値
段
を
聞
い

て

み
る
と
、
大
根
一
本
五
十
円
、
 

か
ぶ

ー
キ
ロ
百
円
、
十
キ
ロ
八

百
五
十
円
、
庄
内
柿
六
個
百
円

白
菜

ー
キ
ロ
六
十
円
、
玉
ね
ぎ
 

ー
キ
ロ
百
円
、
ト
マ
ト
百
グ
ラ

ム
二
十
五
円
、
た
か
菜

一
把
三

十
円
ー
三
十
五
円
、
食
用
菊
百

グ
ラ
ム
二
十
五
円
、
ね
ぎ

一
把

四
十
円
、
み
か
ん
十
個
百
円
、
 

ぶ
ど
う
（
黒
）
 
ーキ
ロ
八
十
円

秋
田
な
し

一
個
五
十
円
、
務

一

袋
三
十
円
、
丸
大
根
一
個
二
十

五
円
、
な
め
こ
三
百
グ

ラ
ム
百

二
十
円
、
銀
茸
八
十
円
、
菊

い

も
ー
キ
ロ
百
円
、
さ
つ
ま
い
も
 

ー
キ
ロ
百
円
ー
二
百
円
、
り
ん

ご

一
箱
、
ゴ
ー
ル
デ
ン
千
三
百

円
、
ふ
じ
千
五
百
円
、
む
つ
千

五
百
円
、
紅
玉
五
百
円
、

レ
ッ

ド
ゴ
ー
ル
ド
二
千
円
、
キ
ヤ
べ

ツ
ー
キ
ロ
六
十
円
、
菊
の
花
（
 

観
賞
用
）

一
把
五
十
円
、
さ
と

い
も
（
茎
つ
き
一
株
）
百
五
十

円
、
 
（
い
も
の
み
）
百
グ
ラ
ム

三
十
円
、
ま
る
め
ろ
（
大
）

一

個
七
十
円
、
な
す
百
グ
ラ
ム
十

円
ー
三
十
円
、
 ー
キ
ロ
百
円
、
 

に
ん
じ
ん
百
グ
ラ
ム
十
円
、
納

一異
ニ
十
五
円
、
き
ゆ
う
り
ー
キ

ロ
三
百
円
、
馬
れ

い
し
ょ

ー
キ

ロ
八
十
円
、
ピ
ー
マ
ン

ー
袋
百

円
、
か
ぼ
ち
ゃ

ー
キ
ロ
七
十
円

ご
ぼ
う
百
グ
ラ
ム
二
十
円
、
な

が
い
も

ー
キ
ロ
二
百
円
、
せ
り

一
把
六
十
円
、
ほ
う
れ
ん
草

一

把
百
円
、
豆
腐
一
個
四
ザ
五
円

レ
タ
ス
】
把
百
円
、
え
の
き
茸

一
袋
八
十
円
、
生
し
ょ
う
が
百

グ
ラ
ム
五
十
円
、
カ
リ
フ
ラ
ワ
 

ー
大
百
円
、
小
三
十
円
、
栗
ま

ん
じ
ゆ
う
五
個
百
円
、
こ
ん
に

ゃ
く
一
本
八
十
円
、
に
ん
に
く

一
把
八
十
円
な
ど
で
あ
っ
た

六
時
四
十
八
分
。
救
急
車
出

動
。
聞
け
ば
末
広
町
で
急
病
人

と
の
こ
と
。
消
防
本
部
で
は
対

馬
隊
長
以
下
若

い
職
員
が
掃
除

の
真
最
中
で
あ
る

c
も
う
そ
の

頃
は
福
士
町
内
会
長
さ
ん
が
、
 

お
祭
り
広
場
の
清
掃
を
は
じ

め

て
い
る
。
ゆ
う
に

一
時
間
は
か

か
る
と
の
こ
と
で
、
心
か
ら
お

礼
を
の
べ
て
帰
路
に

つ
い
た
ら

牧
水
公
園
で
菊
づ
く
り
の
名
人

岩
谷
春
吉
さ
ん
が
枯
葉
を
燃
や

し
て
い
た
。
元
町
角
で
は
緑
り

の
お
ば
さ
ん
が
朝
の
交
通
整
理

に
精
を
出
し

て
い
る
。
 

五
所
川
原
の
朝
は
、
多
く
の

善
意
に
よ
っ

て
賑
や
か
に
幕
を

あ
け
た
。
 

割長」lI 



教
育

の
振
興
に
尽

力
 

館
田
き
ね
氏

（七
六
）
 

市
内
元
町
四
二
番
地
 

二
十
三
年
間
、
女
子
教
育
に
 
・
ー
に
、

地
域
発
展
の
た
め
に
も
 

専
念
、
五
所
川
原
高
等
払

字
校
 
指

導
的
役
割
を
果
た
さ
れ
た
o
 

を
最
後
に
教
職
を
去
る
。
 

各
種
会
合

の
講
師
と
し
て
の
活
 

退
職
後
は
、
農
村
の
女
子
教
 
動
は
、

広
く
市
民
の
敬
仰
の
的
 

育
を
念
願
し
、
終
戦
直
後
の
昭
 
と
‘

な
っ
て
い
ま
す
。
 

和
二
十
三
年
私
学
を
創
立
、
豊
 
昭
和
四
十
四
年
「

勲
五
等
瑞
 

富
な
経
験
、
持
前
の
実
行
力
で
 
、
 
宝
章
」
受
章
。
 

学
校
経
営
に
着
々
と
実
績
を
積
 

ま
れ
、

こ
ん
に
ち
の
私
此
第

一
 

高
等
学
校
の
隆
盛
を
み
る
に
い
 

た
っ
た
。
 

常
に
誠
実
と
努
力
を
モ
ッ
ト
 

う心りク心．汐心l汐喚1ゆ畑ク叫りク心りク心．吻や」ク‘I、りク1'I軸ク叫りクb畑クn vク心り‘ 
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『
市
の
四
十
九
年
度
の
 
「文
化
褒
賞
」
に
私
学
を
創
立
し

て
市
の
教
育
振
興
に

つ
く
し
た
館
田
き
ね
氏
ら
五
氏
が
、
 

ま
た
 
「市
褒
賞
」
 
に
多年
に
わ
た
り
国
政
に
参
加
し
郷
土

の
発
展
に

つ
く
し
た
浦
美
省
吾
氏
ら
六
氏
が
決
ま
り
、
十

一
月
三
日
「
文
化
の
日
」
に
授
賞
式
が
お
こ
な
わ
れ
ま
し
た
。
 

ま
た
、
 
「文
化
褒
賞
」
と
「
市
褒
賞
」
を
受
賞
し
た
配
、
 

偶
者
の
内
助
の
功
に
報

い
る
た
め
、
夫
人
に
 
「内
助
功
労

章
」
を
贈
り
ま
し
た
。
 

晴
れ
て
受
賞
さ
れ
た
み
な
さ
ん
を
紹
介
し
ま
す
。
 

表
彰
推
せ
ん
委
員
会
委
員
 

秋
田
長
兵
衛
、
阿
部
菊
野
、
 

 

一
、

飛
島
孝
英
、

佐
々
木
康
智

小
野
雄
蔵
、

角
田
昭
三
、

平
山
 
成

田
力
 

金
三
郎
、

坂
本
庸
一
、
増
田
桓
 

（敬
称
略
、
順
不
同
）
 

文
化
褒
賞
 

昭
和
二
十
八
年
、

小
学
校
長

の
職
を
辞
め
る
ま
で
、
三
十
六

年
間
教
職
を
勤
め
る
。
こ
の
間

約
三
十
年
間

市
内
の
学
校
に
勤

務
、
学
校
教
育
に
対
す
る
幾
多

の
実
績
を
残
し

て
い
ま
す
。
 

退
職
後
も
、
数
多
く
の
役
職

に
あ
り
な
が
ら
青
少
年
の
育
成

指
導
に
力
を
注

い
だ
。
 

教
育
を
と
お
し
て
人
間
形
成
 
 

に
努
力
さ
れ
て
ー
い
る
の
は周
知

の
と
お
り
。
 

長
年
に
わ
た
る
社
会
教
育
委

員
、
文
化
財
審
議
委
員
、
人
権

擁
護
委
員
と
し

て
の
活
動
を
は

じ
め
P
T
A

、
公
民
館
活
動
な

ど
に
も
七
十
六
歳
と
い
う
高
齢

を
お
し
て
活
躍
さ
れ
、
終
始
一

貫
市
の
社
会
教
育
発
展
に
貢
献

し
て
い
ま
す
。
 

内
助
功
労
章
 

夫
人
 
ち
や
さ
ん
 

市
内
上
平
井

町
出
身
。
大
正

五
年
東
奥
日
報

社
に
入
社
、
三

十
年
間
報
道
人

と
し
て
め
ぎ
ま

し
い
活
躍
を
続

け
た
。
 

県
内
の
農
事

改
良
に
深

い
関

心
を
も
ち
、
東

奥
日
報
社
退
社

後
も
自
ら
月
刊
 

四
十
数
年
間
に
わ
た
り
詩
作

活
動
を
続
け
、
幾
多
の
作
品
を

発
表
し
人
間
性
を
追
求
。
な
か

で
も
、
長
編
詩
「
津
軽
の
霊
歌
 

」
 
は
、県
詩
壇
に
お

い
て
も
最

高
位
の
作
品
と
し
て
広
く
認
め

ら
れ
て
い
ま
す
。
 

県
詩
人
協
会
の
会
長
も

つ
と

め
、
後
輩
詩
人
の
育
成
に
も
努

カ
し
、

い
ま
な
お
多
く
の
崇
敬
 

誌
「
青
森
農
業
」
 
の
編
集
主
任

と
し
て
活
躍
し
た
。
 

反
面
、
氏
は
短
歌
を
好
み
、
 

故
和
田
山
蘭
を
師
と
仰
い
で
五

所
川
原
短
歌
会
を
創
設
、
多
く

の
歌
誌
を
発
行
し
、
歌
人
と
し

て
も
め
ぎ
ま
し

い
業
績
を

の
ご

し
て
い
ま
す
。
 

現
在
、
七
十
六
歳

e
高
齢
に

か
か
わ
ら
ず
歌
壇
で
活
躍
し
、
 

後
輩
の
よ
き
指
導
者
と
し
て
高

く
評
価
さ
れ
て
い
ま
す
。
 

内
助
功
労
章
 

夫
人
 

チ
力
さ
ん
 

者
を
得

て
い
ま
す
。
 

氏
の
作
品
は
」
一西
欧
的
象
徴

主
義
を
骨
格
に
、
日
本
古
典
の

風
味
と
地
方
色
を
肉
づ
け
し

た

独
持
の
も
の
で
多

く
の
愛
好
者

か
ら
高
く
評
価
さ
れ
て
い
ま
す
。
 

役
人
生
活
も
長
い

o
現
在
、
 

市
文
化
財
審
議
委
員
。
 

内
助
功
労

章
 

夫
人
 
初
枝
さ
ん
 

華
道
の
真

髄
 

津
島
リ
ェ
氏
（
七
九
）
 

市
内
大
町
九
 

昭
和
六
年
、
華
道
で
「
教
授
 

」
 
の
免許
を
得
る
。
華
道
の
普

及
の
た
め
、
弟
子
の
養
成
に

つ

と
め
、
門
下
か
ら
は
現
在
六
百

人
の
人
材
を
輩
出
し
て
い
ま
す
。
 

多
忙
な
生
活
の
な
か
で
華
道

の
深
奥
を
求
め
、
小
原
流
の
最

高
と
い
わ
れ
る
「
教
務
」
を
県

内
で
た
だ
ひ
と
り
免
許
さ
れ
た
。
 

市
の
文
化
振
興
に
も
努
力
さ

れ
、
市
文
化
振
興
会
議
の
 
副

会
長
と
し
て
多
く
の
功
績
を
残

し
て
い
る
。
華
道
と
と
も
に
市

民
か
ら
広
く
称
賛
さ
れ
て
い
ま

す
。
 

人
間
形
成
に
努

力
 

阿
部
芳
五
郎
氏
（

七
六
）
 

市
内
原
子
字
山
元
七
四
ー
一
一
 

文化の向上に尽す 
林 柾次郎氏（76) 
青森市花園町 2丁目11-16 

秀
作
長

編
詩

を
発
表
 

一
戸
呉
六
氏

（六
七
）
 

市
内
鶴
ケ
岡
字
鎌
田
二
八
ニ
ー
一
一
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郷土の誉れ 
笠井儀郎氏（72) 

市
内
高
野
出
身
。
修
学
後
満

洲
国
に
赴
き
多
年
に
わ
た
り
満

洲
国
官
吏
と
し
て
同
国
の
行
政

③
 
機
関
に
参

与
。
 

昭
和
十
七
年
、
第
二
十

一
回

衆
議
院
議
員
選
に
当
選
、
終
戦
 

昭
和
六
争
、
 

東
北
帝
国
大
学
 

（現
東
北
大
）
 

医
学
部
を
卒
業

後
西
北
病
h
 」
 

勤
務
。
昭
和
三

十
年
の
退
職
時

ま
で
市
を
は
じ

め
津
軽
地
方
の

医
療
行
政
に
努

力
さ
れ
ま
し
た
。
 

昭
和
十
三
年

か
ら
副
院
長
、
 

同
十
四
年
か
ら
 

時
ま
で
国
政
に
参
与
し
た
。
戦

後
さ
ら
に
二
十
六
回
衆
議
院
議

員
選
当
選
、
昭
和
三
十
年
第
一
一

十
七
回
衆
議
院
議
員
選
に
当
選

し
、
昭
和
三
十
二
年
に
は
行
政

管
理
庁
政
務
次
官
に
就
任
し
た
。
 

国
政
に
直
接
参
画
し
、

国

運
の
発
展
と
郷
土
の
発
展
に
寄

与
さ
れ
た
功
績
は
大
き
い
。
 

内
助
功
労
章
 

夫
人
 
の
り
さ
ん
 

院
長
と
し
て
医
療
行
政
の
全
般

に
わ
た
り
手
腕
を
発
揮
、
現
在

の
西
北
中
央
病
院
の
基
礎
を
築

き
ま
し
た
。
 

ま
た
、
絵
画
も
や
り
、
こ
と

に
書
道
に
お
い
て
は
麗
筆
を
ふ

る
い
書
道
の
振
興
、
後
輩
の
養

成
に
努
力
し
ま
し
た
。
 

現
在
、
板
柳
町
に
 
「永
沢
外

科
医
院
」
を
開
業
。
北
五
医
師

会
副
会
長
も
つ
と
め
た
。
 

内
助
功
労
章
 

夫
人
 
恵
さ
ん
 

昭
和
十
年
、
東
北
帝
国
大
学
 

、
 
（
現
東
北
大
）
医
学
部
を
卒
業

昭
和
十
四
年
西
北
病
院
に
勤
務

同
二
十
年
か
ら
副
院
長
と
し
て

市
立
西
北
中
央
病
観
の
基
礎
を

築
き
ま
し
た
。
 

市
民
の
保
健
衛
生
思
想
の
普

及
と
市
の
医
療
体
制
づ
く
り
に

貢
献
、
昭
和
三
十
二
年
市
の
国
 

現
在
、
田
町
に
「
村
上
税
理

士
事
務
所
」
を
開
業
。
こ
の
間

地
域
住
民
の
納
税
意
識
の
昂
揚

に
つ
と
め
る
。
昭
和
二
十
八
年

卒
先
し
て
田
町
第
一
納
税
貯
蓄

組
合
を
設
立
、
二
十
年
間
中
小

商
工
業
者
の
多
い
同
地
区
を
ま

と
め
て
き
た
。
 

民
健
康
保
険
運
営
協
議
会
の
発

足
と
同
時
に
委
員
と
な
り
、
十

五
年
間
に
わ
た
り
健
康
管
理
の

面
か
ら
市
勢
の
発
展
に
つ
く
さ

れ
た
。
 

ま
た
、
こ
の
間
五
所
川
原
高

校
な
ど
の
校
医
と
し
て
長
年
に

わ
た
っ
て
学
校
保
健
に
尽
力
。
 

ス
ポ
ー
ツ
に
も
深
い
関
心
を

も
ち
、
市
内
に
お
け
る
各
種
大

会
の
開
催
に
あ
た
っ
て
も
常
に

協
力
、
ス
ポ
ー
ッ
の
振
興
と
発

展
に
も
つ
く
し
た
。
現
在
市
国

民
健
康
保
険
運
営
協
議
会
委
員
。
 

内
助
功
労
章
 

夫
人
 
英
子
さ
ん
 

昭
和
三
十
八
年
、
卒
先
し
て

発
起
人
と
な
り
市
納
税
貯
蓄
組

合
連
合
会
を
設
立
、
 一
貫
し
て

納
税
意
欲
を
高
め
る
と
と
も
に

納
税
貯
蓄
組
合
の
体
質
改
善
を

は
か
っ
て
き
た
。
 

昭
和
三
十
一
年
、
五
所
川
原

商
工
会
議
所
役
員
と
し
て
就
任

昭
和
三
十
七
年
に
は
副
会
頭
、
 

昭
和
四
十
三
年
か
ら
会
頭
と
し

て
市
経
済
界
の
先
達
と
し
て
活

躍
。
市
は
じ
め
国
、
県
各
界
の

要
職
を
数
多
く
つ
と
め
、
市
民

の
よ
き
指
導
者
と
し
て
市
の
発

展
に
努
力
さ
れ
て
い
ま
す
。
 

内
助
功
労
章
 

夫
人
 
キ
サ
さ
ん
 

市
内
桜
田
出

身
。
戦
前
の
昭

和
十

一
年
川
崎

市
議
選
に
立
候

補
し
当
選
、
終
 

戦
時
ま
で
市
議

と
し
て
活
躍
。
 

終
戦
後
は
、
 

川
崎
市
議

一
期
 

神
奈
川
県
議
会

議
員
を
四
期
つ
 

と
め
、
現
在
神

奈
川
県
選
挙
管
 

市
農
業
を
振
興
 

石
岡
義
雄
氏

（七
八
）
 

市
内
福
山
字
広
富

一
六
八
 

大
正
十
年
、
長
橋
村
議
会
議

員
、
昭
和
二
年
長
橋
村
長
の
要

職
に
つ
き
戦
後
は
長
橋
村
農
地
 

委
員
会
会
長
と
し
て
地
域
発
展

に
つ
く
し
た
r
昭
和
三
肇
、
長

橋
村
農
会
長

と
な
り
、
農
業
団

体
の
役
員
と
し
て
の
一
歩
を
踏

み
出
し
、
昭
和
三
十
五
年
に
現

役
を
引
退
さ
れ
る
ま
で
北
郡
農

会
代
議
員
な
ど
多
く
の
要
職
に

つ
か
れ
、
農
業

の
振
興
に
絶
大

な
努
力
を
さ
れ
た
。
現
在
も
市

民
の
指
導
者
と
し
て
市
の
発
展

に
努
力
し
て
い
ま
す
。
 

理
委
員
会
委
員
と
し
て
活
躍
し

て
い
る
。
 

ス
ポ
ー
ツ
に
も
深
い
関
心
を

持
た
れ
川
崎
市
体
育
協
会
会
長

川
崎
市
野
球
協
会
会
長
な
ど
の

要
職
に
つ
い
た
。
昭
和
三
十
七

年
、
藍
綬
褒
章
受
章
、
昭
和
四

十
七
年
勲
四
等
瑞
宝
章
受
章
、
 

昨
年
は
川
崎
市
文
化
章
を
受
け

て
い
ま
す
。
 

内
助
功
労
章
 

夫
人
 
と
し
を
さ
ん
 

地域医療を振興 

永沢正三郎氏（70) 
板柳町福野田字実田106 

郷
土
の
発
展
に
寄
与
 

楠
美
省
吾
氏

（六
九
）
 

弘
前
市
境
関
字
豊
川
三
ニ
ー
三
 

、
 

医
療
の
体
制
づ
く
り
 

草
刈
繁
治
氏

（六
四
）
 

市
内
旭
町
九
 

市
の
経
済
を
振
興
 

村
上
純

一
氏

（六
五
）
 

市
内
田
町
六
七
 



自
分
が

い
つ
ご
ろ
仕
事
を
や

め
て
帰
る
か
、
現
場
の
責
任
者

に
知
ら
せ
て
お
く
よ
う
に
。
 

〈
こ
れ
を
し
な
い
と
、
賃
金

が
後
払

い
に
な
っ
た
り
し
ま
す
o
 

ま
た
、
事
業
所

に
め
い
わ
く
を
 

か
け
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
〉
 

自
分
の
い
た
間
の
お
金
な
ど

の
貸
し
借
り
の
し

ま
つ
を
つ
け

る
よ
う
に
。
 

<
“と
び
た

つ
水
鳥
は
あ
と

を
に
ご
さ
ず
〈
と
あ
る
よ
う
に

後
で
い
ろ
い
ろ
の
問
題
を
お

こ
 

さ
な
い
た
め
に
〉
 

．
賃
金
の
未
払

い
が
あ
る
場
合

は
、
 
「出
稼
労
働
者
手
帳
」
 
の

な
か
に
書

い
て
も
ら
う
か
ま
た

は
未
払
い
の
内
わ
け
を
事
業
所

の
責
任
者
に
書

い
て
も
ら
っ
て
 

事
業
所
の
あ
る
と
こ
ろ
の
監
督

署
に
知
ら
せ
ヌ
お
く
よ
う

に
。
 

〈
も
し
、
書
く
こ
と
を
こ
と

わ
っ
た
場
合
で
も
、
監
督
署
に

知
ら
せ
て
お
く
よ
う
に
。
〉
 

未
払

い
の
分
を
、
あ
と
で
送

る
と
言
っ
た
場
合
で
も
、
そ
の

こ
と
を
監
督
署
に
知

◇
 

 

ら
せ
て
お
く
よ
う
に
o
  

今
」
の
場
合
、
自

分
の
家
の
住
所
を
知
ら
せ

て
お

く
こ
と
〉
 

、
 

麟難難I 
〈その6) 

〈
帰
る
と
き
に
〉
 

◇
と
び

た

つ
水
鳥
は
 

五所川原商工会議所の

会員事業所共済制度 

月々880円で、最高220万円の保障 
病気による死亡、廃疾のとき・・・1口110万円 
不慮の事故（交通事故、風水害、火災などの偶発的な事故 

）で死亡、廃疾のとき・・・1口220万円 
不慮の事故による一定の傷害のとき・・‘ 1口110万円～11万円 

不慮の事故による 5日以上入院のとき・・・1口1日につき 

1.650円 

ー

市
税
の
完
納
で
 

（と
く
に
バ
ス
な
ど
か
ら
下
車

し
、
道
路
を
横
断
す
る
と
き
は

後
か
ら
正
し

い
横
断
を
す
る
こ

と
）
。
雨
降
り
や
夜
間
道
路
を

通
行
す
る
と
き
は
、
白
っ
ぽ
い

物
を
着
る
か
、
車
な
ど
か
ら
見

や
す
い
方
法
で
通
行
す
る
こ
と
。
 

自
転
車
乗
り
は
 

左
側
通
行
を
。
 
（
道
路
の
左

端
）
。
夜
間
は
、
必
ら
ず

ラ
イ

ト
を
点
灯
す
る
こ
と
。
 

完
全
整
備
さ
れ
た
自
転
車
を
運

転
す
る
こ
と
。
 
（
ブ
レ

ー
キ
、
 

ハ
ン
ド
ル
、
ラ
イ
ト
、
反
射
鏡

を
整
備
）
。
右
、
左
折
は
必
ら

ず
手
信
号
を
お
こ
な

う
こ
と
。
 

（
五
所
川
原
警
察
署
）
 

市
で
は
、
十
一
月
三
日
「
 

文
化
の
日
」
 
に
、長
寿
夫
婦

を
招
き
、
顕
彰
状
を
贈
っ
て

長
生
き
を
祝
福
し
ま
し
た
。
 

招
か
れ
た
の
は
、
結
婚
し

て
五
十
年
以
上
に

な
る
市
内

川
山
の
館
山
祐
三
、
キ
ョ
さ

ん
夫
妻
ら
五
十
三
組
。
 

佐
々
木
市
長
が
、
 
「
こ
れ

か
ら
も
手
を
た
ず
さ
え
と
も

に
長
生
き
し

て
く
だ
さ

い
」
 

と
励
ま
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
夫

婦
に
顕
彰
状
と
記
念
品
を
贈

り
ま
し
た
。
 

こ
の
あ
と
、
 
「金
多
豆
蔵
 

」
 
の
人
形芝
居
を
み
て
楽
し

い
ひ
と
と
き
を
過
ご

し
ま
し

た
。
 

市
で
は
、
十
一
月
一
日
か
ら

十
二
月
二
十
八
日
ま
で
を
、
 
「
 

市
税
年
内
完
納
強
調
期
間
」
と

定
め
、
市
民
の
み
な
さ
ん
に
ご

協
力
を
お
願
い
し
て
い
ま
す
。
 

お
手
も
と
の
納
税
通
知
書
を

い
ま
一
度
確
め
、
す
べ
て
の
税

金
を
十
二
月
二
十
八
日
ま
で
に

完
納
し
、
明
る
い
年
を
迎
え
ま

し
よ
・フ
。
 

こ
れ
か
ら
の
市
税
の
納
期
限
 

＋
よ
 固

定
資
産
税
、
都
市
計
画
税
 

（第
四
期
）
 
十

一
月
三
十
日

保
険
税

（
第
三
期
）
 

十

一
月
一ニ
十
日
 

市
県
民
税
（
第
四
期

）
 

十
二
月
二
十
八
日

保
険
税
（
第
四
期
）
 
 

十
二
月
二
十
八
日
 

と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
 

商
工
会
議
所
特

定
 

退
職
金
共
済
制
度
 

〇
掛
金
は
、
従
業
員
ひ
と
り

月
額

一
口
一
、
〇
〇
〇
円
か
ら
、
 

四
口
四
、
〇
〇
〇
円
ま
で
で
、
 

全
額
事
業
主
負
担
で

す
。
 

〇
受
け
る
と
き
 

〈
退
職
一
時
金
〉
 
被
共
済

者
（
加
入
従
業
員
）
が
退
職
し

た
と
き
 

〈
遺
族
一
時
金
〉
被
共
済
 

者
（
加
入
従
業
員
）
が
死
亡
し

た
と
き
 

〈
年
金
〉
 
加
入
十
年
以
上

の
退
職
者
が
希
望
す
る
と
き
 

五
所
川
原
警
察
署
管
内
に
お
 

す
と
き
は
、
相
手
の
免
許
証
を

け
る
交
通
事
故
は
、
十
月
八
日
 

確
め
る
こ

と
。
 
（
貸
し
た
も
の

④
 
現

在
百

二
十
二
件
が
発
生
し
、
 

は
同
罪
と
さ
れ
、
事
故
の
場
合

八
人
が
死
亡
、
百
五
十
七
人
が
 

損
害
賠
償
を
し

な
け
れ
ば
な
ら
 

ケ
ガ
を
し
て
お
り
ま
す
。
と
く
 

な
い
場
合
も
あ
り
ま
す
）
 

に
十
月
に
入
っ
て
八
日
現
在
二
 

歩
行
者
は
 

、
 

件
の
事
故
で
三
人
の
尊
い
生
命
 

歩
道
を
通
行
す
る
こ
と
。
歩

が
失
な
わ
れ
て
い
ま
す
。
 

道
の
な
い
と
き
は
、
右
側
通
行
 

？
霧
は
飲
車
を
貸

す
ン
鯨
鄭

の
確
認
を
 

酒
運
転
、
ス
ピ
ー
ド
違
反
は
絶

対
し
な

い
こ
と
 

無
謀
な
追
い
越
し
運
転
は
し

な
い
。
オ
ー
ト
バ
イ
、
バ
イ
ク

を
運
転
す
る
と
き
は
、

ヘ
ル
メ

ツ
ト
を
着
用
す
る
こ
と
。
 
（
同

乗
者
も
）
。
歩
行
者
を
保
護
す

る
運
転
を
。
自
動
車
な
ど
を
貸
 

を
。
路
外
帯
（
道
路
端
の
白
線
 

）
を
通
行
す
る

こ
と
。
信
号
機

に
従
っ

て
、
横
断
歩
道
の
通
行

を
。
 
（横
断
歩
道
の
な

い
と
こ

ろ
で
は
、
直
角
に
右
、
左
、
右

の
安
全
を
確
め
、
右
手
を
あ
げ

自
動
車
を
と
め
て
か
ら
渡
る
）
 

飛
び
だ
し
を
し
な
い
こ
と
。
 

、  

纏葉騒鰯鰯響業鰻 

明
る
い
新
年
を
 



市
の
四
十
九
年
度
の
 
「文
化

褒
賞
」
と
「
市
褒
賞
」
の
受
賞

式
が
十

一
月
三
日
「
文
化
の
日
 

」
午
前
十
時
か
ら
市
長
公
室
で

お
こ
な
わ
れ
ま
し
た
。
 

こ
と
し
で
三
回
目
の
「
文
化

褒
賞
」
 
には
、
私
学
振
興
に
尽

し
た
館
田
き
ね
氏
ら
五
氏
が
、
 

ま
た
「
市
褒
賞
」
 
には
、
代
議

士
と
し
て
郷
土
の
発
展
に
尽
し

た
楠
美
省
吾
氏
ら
六
氏
が
受
賞

し
、
夫
人
に
内
助
功
労
章
が
贈

ら
れ
ま
し
た
。

・
 

受
賞
式
で
佐
々
木
市
長
は
、
 

「市
制
施
行
二
十
周
年
を
迎
え

た
こ
の
期
に
、
郷
土
の
巷
め
に
『
 

つ
く
き
れ
た
み
な
さ
ん
の
ご
労

苦
に
報
い
る
こ
と
が
で
き
て
う

れ
し
い
」
ど
あ
い
さ
づ
h

受
賞

者
ひ
と
り
ひ
と
り
に
記
念
の
メ

ダ
ル
と
褒
賞
状
を
贈
り
ま
し
た
。
 

受
賞
者
を
代
表
し
て
楠
美
省

吾
氏
が
お
礼
の
こ
と
ば
を
述
べ

ま
し
た
。
 

容昭谷昭(J斗g (K に合‘g；瑠●製ぐ淫露採脅§感§kIミ丘」爵‘益必§ 

麟鷲麟難鰻難I麟鷺， 

水
道
管
の
凍
結

に
注
意
 

、 

冷
え
こ
み
が
だ
ん
だ
ん
厳
し

く
な
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。
気

温
が
マ
イ
ナ
ス
摂
氏
四
度
以
下
 

水
道

の
冬
じ
た
く
 

に
な
り
ま
す
と
、
水
道
管
が
凍

っ
た
り
破
裂
し
た
り
し
ま
す
。
 

と
く
に
蛇
口
、
メ
ー
タ
ー
ボ

ッ
ク
ス
の
な
か
、
水
道
管
の
立

上
り
部
分
に
注
意
し
、
不
凍
せ

ん
、
水
ぬ
き
せ
ん
、
電
軌
？
ん

な
ど
で
凍
結
を
防
い
で
く
だ
さ
 

、
。
 

△
水
道
が
凍
っ
て
、
水
が
出
な
 

K

遮
っ
た
・
ら
、蛇
口
の
部
分
に

タ
オ
ル
を
か
ぶ
せ
、
そ
の
上
か
 

‘
ら
ゆ
っ
く
り
ぬ
る
ま
湯
を
か
け

と
か
し
て
く
だ
さ
い
。
 急
に
熱

湯
を
か
け
る
と
破
裂
す
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
の
で
注
意
し
て
く

だ
‘さ
い
。
 

△
水
道
管
が
破
裂
し
た
ら
、
破
 

、
 
裂
し
た
部
分
に
布
か
テ
ー
プ
を

し
っ
か
り
巻
き
つ
け
、
応
急
手

当
を
し
、
市
水
道
課
か
近
く
の

市
指
定
の
水
道
業
者
に
修
理
を
 

、
中
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。
 ！
り

△
凍
結
を
防
ぐ
た
め
の
出
し
っ

放
し
を
す
る
と
君
メ
束
タ
中
が

上
が
っ
て
水
道
料
金
が
急
に
高
 
 

く
な
っ
た
り
、
浄
水
場
で
い
く

ら
水
庄
を
上
げ
て
水
を
送
っ
て

も
末
端
の
家
庭
ま
で
水
が
届
か

な
く
な
っ
た
り
し
ま
す
の
で
や

め
て
く
だ
さ
い
。
 

冬
期
間
、
水
道

は
認
定
告
知
 

寒
さ
も
だ
ん
だ
ん
き
び
し
く

な
り
ま
し
た
。
市
水
道
課
で
は

毎

月
（

一
部
隔
月
）
検
針
 

難

獄
撫
織
 

W
二
h
J”
か
熱
 

や
積
雪
の
た
め
検
針
が
困
難
に
 
 

な
り
ま
す
。
 

で
き
る
だ
け
検
針
を
い
た
し

ま
す
が
、
検
針
の
で
き
な
い
町

内
か
ら
水
道
の
使
用
料
は
認
定

で
告
知
し
ま
す
。
 

こ
れ
は
、
 あ
く
ま
で
も
認
定

で
あ
り
、
春
に
メ
ー
タ
ー
を
確

認
し
た
と
き
精
算
さ
れ
ま
す
。
 

認
定
す
る
使
用
量
は
、
前
三

カ
月
の
平
均
で
告
知
し
ま
す
の

で
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。
 

敷
島
分
院
の
 

患
者
作
品

展
 

患
者
の
生
活
療
法
の
一
部
で

あ
る
作
業
療
法
 
に
よ
っ
て
で

き
た
作
品
を
次
の
日
程
で
展
示

し
ま
す
。
 

精
神
科
病
院
へ
の
ご
理
解
と

患
者
の
日
常
生
活
へ
の
励
ま
し

の
た
め
に
も
、
ご
来
場
を
お
待

ち
し
て
い
＋
 f
。
 

△
と
き
 
十
一
月
三
十
日
（
 

土
）
と
十
二
月
一
日
（
日
）
の
 

△
と
こ
ろ
 
「
中
三
J
 デ
パ
 

ー
ト
五
階
特
設
会
場
 

保
母
さ
ん
受
験
 

ー
講
習
会
を
開
催
 

△
と
き
，
十
二
月
二
日
（
月
 

）
ー
同
月
六
自

（
金
）ま
で

△
と
こ
ろ
 
青
森
市
橋
本

一

丁
目
、
教
育
会
館
四
階
ホ
ー
ル

△
申
込
み
先
 
青
森
市
千
刈

四
丁
目
四
ー
八
、
こ
ど
も
の
く

に
保
育
園
内
、
 「保
母
受
験
講

習
会
事
務
局
」
 

△
申
込
み
期
日
 
十
一
月
一
一

十
五
日
必
着
の
こ
と
 

な
お
、
申
込
み
方
法
な
ど
く

わ
し
く
は
市
福
祉
事
務
所
に
お

た
ず
ね
ぐ
だ
さ
い
。
 

部
 

生活環境 

パトロール本 
住みよい 
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△
応
募
資
格

①
直
木
在
住者

と
県
外
に
い
る

県
出
身
者
で
あ

れ
ば
、
だ
れ
で

も
応
募
で
き
ま

す
。
 

②
作
品
は
、
 

自
作
未
発
表
の

も
の
 

△
応
募
方
法

①
四
百
字
詰

原
稿
用
紙
に
た

て
書
き
と
す
る
。
 

末
尾
に
住
所
、
 

出
身
地
（
県
外

在
住
の
者
）
、
 

氏
名
（
ふ
り
が

な
）
、
年
齢
、
 

職
業
、
勤
務
先
 

ま
た
は
学
校
名
を
階
書
で
明
記

の
こ
と
 

②
作
品
は
、
な
る
べ
く
当
用

漢
字
、
現
代
か
な
づ
か

い
を
使

用
し
て
く
だ
さ

い
。
 

③
特
殊
な
読
み

方
を
す
る
漢

字
に
は
ふ
り
が
な
を
 

△
歌
詞
の
内
容
 

①
「
青
森
国
体
の
歌
」
廿
青

森
国
体
の
テ
ー
マ
 
「あ
す
な
ろ

国
体
」
、
ス
ロ
ー
ガ
ン
 
「心
ゆ

た
か
に
力
た
く
ま
し
く
」
の
趣

旨
を
生
か
し
、
力
の
限
り
を
つ

く
し
技
を
競
う
ス
ポ
ー
ツ
マ
ン

切
祭
典
を
た
た
え
、
明
る
く
力

強
く
歌
え
る
も

D
 

②
「
青
森
国
体
音
頭
」
廿
め

ぐ
ま
れ
た
ゆ
た
か
な
郷
土
の
特

色
を
盛
り
込
み
、
歌
い
や
す
く

親
し
み
が
あ
り
、
広
く
県
民
に
 

愛
唱
さ
れ
青
森
国
体

の
ム
ー
ド

を
盛
り
あ
げ
る
も
の
 

△
応
募
の
締
切
 

十

一
月
三
十
日
（
当
日
消
印

有
効
）
 

△
ほ
う
賞
 

「青
森
国
体
の
歌

」
 
「青
森

国
体
音
頭
」
 
の
そ
れ
ぞれ
に

つ

き
、
入
選
一
点
十
万
円
、

佳
作

一
一
点二
万
円
（
各
一
点
に

つ
き
）
 

A作
品
の
送
り
先
 

（
郵便
番
号
〇
三
〇
）
青
森

市
長
島

一
丁
目

一
ー
一
、
青
森

国
体
局
内
、

・
「第
三
十
二
回
国

民
体
育
大
会
青
森
県
実
弁
集
女員
 

ム
ム
」
 △

入
賞
者
の
発
表
 

明
年

一
月
三
十

一
日
ま
で
本

人
に
通
知
す
る
か
、
県
広
報
紙

な
ど
で
発
表
し
ま
す
。
 

「霧歌纏」歌詞を募集 

⑥
 

おしらせ 

 

△
調
査
の
対
象
 

定
例
叙
勲
は
、
昭
和
十
五
年

五
月
十
七
日
か
ら
昭
和
二
十

一

年
四
月
三
十
日
ま
で
に
発
令
事

務
が
完
了
し
た
者
で
あ
っ

て
、
 

当
市
に
居
住
す
る
旧
軍
属
で
あ

る
？
」
と
 

△
調
査
の
方
法
 

①
ェ
疋例
叙
勲
の
仮
記
を
所
持
 
 

す
る
本
人
ま
た
は
遺
族

で
手
続
き
を
完
了
し
て

い
な
い
者
で
あ
る
こ
と
 

Q
疋
例
叙
勲
の
仮
記

を
所
持
し
な
い
が

（紛

失
、

焼
失
な
ど
の
た
め
 
、
 

）
以
前
に
仮
記
を
所
持

す
る
本
人
ま
た
は
遺
族
 

で
ま
だ
手
続
き
 

を
完
了
し
て
い
 

な
い
者
で
あ
る
 

●

」
・
と
 

③
戦
没
者
が
生
存
中
に
叙
勲

さ
れ
た
仮
記
に

つ
い
て
前
記
①

②
の
状
態
に
あ
る
遺
族
で
ま
だ

手
続
き
を
完
了
し
て
い
な
い
者

で
あ
る
こ
と
 

④
定
例
叙
勲

の
仮
記
を
所
持

し
な
い
が
、
調
査
対
象
期
間
内

に
受
領
し
た
勲
章
を
所
持
し
て
 
 

い
る
本
人
ま
た
は
遺
族
（
戦
没

者
の
遺
族
を
含
む
）
で
、

ま
だ

手
続
き
を
完
了
し
て
い
な
い
者

で
あ
る
こ
と
 

⑤
前
記
④
に
お
い
て
受
領
し

た
勲
章
を
所
持
し
て
い
な
い
が

受
領
し
た
こ
と
の
あ
る
者
で
あ

る
こ
と
 

⑥
本
人
ま
た
は
遺
族
（
戦
没

者
の
遺
族
含
む
）
の
所
持
す
る

軍
隊
手
帳
、
軍
歴
な
ど

に
定
例

叙
勲
発
令
事
項
の
登
載
が
あ
る

も
の
で
あ
る
こ
と
 

以
上
に

つ
い
て
お
心
あ
た
り

の
方
は
、
市
窓
口
サ
ー
ビ
ス
課

に
お
知
ら
せ
願
い
ま
す
。
 

「
 
達
勲

章
の
 
ー

l
 

一
 

、
 
調
査
に
つ
い
て
ー
 

み
の
り

の
秋
で

す
 

国
民
年
金
を
納
め
ま
し
ょ
う
 

み
の
り
の
秋
で
す
。
こ
と
し

も
お
米
は
豊
作
の
よ
う
で
す
。
 

さ
て
、
あ
な
た
は
「
国
民
年

金
」
を
納
め
て
し
ま
い
ま
し
た

で
し
ょ
う
か
。
 

納
め
る
の
を
忘
れ
た
り
し
て
 

「
た
ま
っ
て
い
る
」
 
と
い
ろい

ろ
不
利
な
こ
と
に
な
り
ま
す
。
 

「国
民
年
金
」
か
ら
は
、
老

齢
年
金
、
障
害
年
金
、
母
子
年

金
、
準
母
子
年
金
、
遺
児
年
金

通
算
老
齢
年
金
、
寡
婦
年
金
、
 

死
亡
一
時
金

の
八
種
類
の
給
付

が
あ
り
ま
す
。
 

こ
の
う
ち
、
障
害
年
金
、
母

子
年
金
、
準
母
子
年
金
は
、
か
 
 

け
金
を
納
期
ま
で
に
納
め
て
い

ま
せ
ん
と
支
給
さ
れ
な
い
こ
と

も
あ
り
ま
す
。
 

納
期
限
ま
で
納
め
て
い
‘
か

っ
た
た
め
、
不
幸
に
し
て
交
通

事
故
で
夫
に
死
な
れ
た
方
ゃ
、
 

出
か
せ
ぎ
先
で
亡
く
な
ら
れ
た

方
の
遺
族
で
、
せ
っ
か
く
の
年

金
が
う
け
ら
れ
な
い
気
の
ど
く

な
例
も
あ
り
ま
す
。
 

「国
民
年
金
」
 
の
納め
方
で

秋
の
収
穫
期
に

一
年
分
を
参
と

め
て
納
め
る
方
も
見
う
け
ら
れ

ま
す
が
、
こ
の
方
法
で
す
と
万

一
の
と
き
、
年
金
が
も
ら
え
ら

れ
な
い
こ
と
も
あ
り
ま
す
の
で
 
 

こ
の
秋
に
ま
と
め
て
納
め
た
い

人
は
、
こ
と
し
の
分
と
来
年
の

分
も
ま
え
も
っ
て
納
め
て
お
け

ば
安
心
で
す
。
 

ま
え
も
っ
て
一
年
分
を
納
め

ま
す
と
、
か
け
金
も
割
り
引
き

に
な
り
お
得
で
す
。
 

「国
民
年
金
」
 
の
かけ
金
は

納
期
ま
で
に
必
ら
ず
納
め
る
か

前
納
す
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。
 

、
 冬

休
み
中
の
 

少
年
非
行
防
止
 

子
ど
も
た
ち
に
と
っ
て
冬
休

み
中
に
は
、

ク
リ
ス
マ
ス
や
お

正
月
が
あ
り
、
楽
し

い
時
期
で
 
 

す
が
、
う
っ
か
り
す
る
と
非
行

に
走
り
や
す
い
時
期
で
も
あ
り

ま
す
。
保
護
者
の
方
は
、

年
末

の
忙
し
さ
に
追
わ
れ

て
監
護
を

お
ろ
そ
か
に
す
る
こ
と
の
な
い

よ
う
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。
 

冬
休
み
中
の
非
行
は
、
夏
に

次

い
で
多
く
昨
年
は
県
下
で
六

百
七
十

一
人
が
補
導
さ
れ

て
い

ま
す
。
犯
罪
行
為
で
は
盗
み
、
 

傷
害
な
ど
が
多
く
、
不
良
行
為

で
は
喫
煙
、
不
健
全
な
遊
び
、
 

夜
遊
び
な
ど
が
多
く
な
っ
て
い

ま
す
。
 

冬
休
み
中
、
子
ど
も
が
非
行

に
お
ち
い
ら
な
い
よ

う
と
く
に

次
の
点
に
注
意
し

ま
し
ょ
う
。
 

〇
友
だ
ち
 

子
ど
も
は
友
だ
ち
に
影
響
さ
 
 

れ
や
す
い
の
で
、

良
い
友
だ
ち

を
持
た
せ
ま
し
ょ

う
。
友
だ
ち

の
と
こ
ろ
に
泊
ま
り
が
け
で
勉

強
に
行
く
な
ど
と
言
っ
て
不
良

グ
ル
ー
プ
に
入
っ
て
い
る
例
も

多

い
の
で
、
子
ど
も
が
外
出
、
 

外
泊
を
す
る

と
き
に
は
行
き
先

帰
宅
時
間
を
確
か
め

る
と
か
、
 

相
手
方
の
保
護
者
と
よ
く
連
絡

を
と
る
な
ど

し
ま
し
ょ
う
。
 
 

〇
酒
と
た
ば
こ
 

お
正
月
は
家
庭
で
も
飲
酒

の

機
会
が
多
く
な
り
ま
す
が
、
酒

と
た
ば
こ
は
不
良
化
の
は
じ

ま

り
で
す
。
誤
っ
た
愛
情
で
子
ど

も
に
飲
酒
、
喫
煙
の
機
会
を
与

え
る
こ
と
の
な
い
よ
う
、

ま
た

放
任
す
る
こ
と
の
な
い
よ

う
に

し
ま
し
よ
う
。
 

納
税
は
 
納
期
内
に
 

個
人
事
業
税
 
第
二
期
分
の
納
期
限
は
 

十

一
月
三
十

日
 

納
税
貯
蓄
組
合
員
は
、
組
合
を
通
し
て
納
め
ま
し
ょ
う
 

戸
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